
市民が真ん中検討委員会（第４回）

『市民参画の制度づくり』

2022年4月13日 今治市 市民参画課
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課の名称が
変わりました



１．前回（第３回）の振り返り

・「市民の定義」について案を策定した。

委員意見……あまり細かく決めるのではなく、しなやかな方が

想定外のことに対応できる。

・「市民の役割」について議論し、意見を出した。

・「市の機関」について事務局が案を提示し、承認された。

・「市の責務」について導入として意見交換を行った。

これまでに決まった部分は別紙のとおり。
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指針の目次（案）および進捗（第４回現在）
１．前文、前書き -------------------------------------------------------最後に作成

２．市民参画する「市民」について

（１）市民の定義 -------------------------------------------------------第２回議論、第３回確定

（２）市民の役割 -------------------------------------------------------第３回議論、今回まとめ

３．「市の機関」について

（１）市の機関の定義 -------------------------------------------------第３回議論、第３回確定

（２）市の機関の役割、責務-------------------------------------------第３回導入、今回議論

４．市民参画の対象

（１）市民参画の対象となる行政活動の種類---------------------今回導入、議論

（２）市民参画の対象となる行政活動の範囲基準---------------今回導入、議論

（３）例外規定

５．市民参画の手段

（１）市民が情報を得る手段

（２）市民が市政に意見を述べる手段

（３）市民参画の実施方法

６．その他
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（振り返り）市民の定義

市民の定義

1. この指針において、「市民」とは、年齢・性別・国籍その他の属性に

関係なく、今治市に住民登録または居住や登記等の実態があるか、今治

市内に通勤・通学する者であって、今治市をより良くするために自らの

意思で今治市政に参画する意思のある個人または企業・団体等をいいま

す。

2. 前項に該当しない場合であっても、今治市が実施する施策または事業

に影響を受ける可能性のある者は、当該施策や事業に関し、市民参画の

権利を有します。

3. １または２に該当する者を「市民等」といいます。
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２．「市民の役割」意見まとめ
１班意見 ２班意見
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・住民参加というより、「行政参加」を。
・市民が主体。
・自由な意見を言える権利が保障されること。
・フリーな立場で意見を言える環境づくり。
・入口で意見を整理せず、多様な意見を出口で整理する
こと。発言を封じない。
・一方通行で終わらせないこと。アウトカムにつなげる。

・町の主体として、自発的、自主的に取り組むこと。
・「市民が真ん中」を推進、浸透させる。
・「私」の意見を「私たち」の意見へ。点から面へ。
・「主体的であること」に魅力を感じられること。
・「責任」は重く、ハードルが高い。
・「公益性」をやわらかい言葉で置き換える。「それぞ
れの住みやすさ」「市全体の利益」など。
・個人的な楽しみではなく、みんなのものにする。



「市民の役割」整理
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・市民がまちの主体として、「市民が真ん中」の意識で、自主的、自発的に発言する。

・自由な立場で、自由に意見を言う。

・「私」（個人）の意見を「私たち」（みんな）の意見へ、点から面へ広げていく。

・「主体的であること」に魅力を感じられるようになる。

・個人的な利益ではなく、みんなの利益を目指す。

そのために……

・自由に意見を言える権利が保障されること。意見を言える環境づくりがされていること。
・入口で意見を整理するのではなく、多様な意見を出口で整理すること。
・発言を封じないこと。
・一方通行で終わらせず、アウトカムを示すこと。
・「公益性」といった固い言葉を、わかりやすい、やわらかい言葉で伝えること。



３．「市民の役割」（案）の策定
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（案１）……端的な書き方

１．市民は、「市民が真ん中」の理念のもと、誰もが暮らしやすい今治市を創るた

め、市政の主体として積極的に参画します。

２．市民参画にあたって、市民は、個人や特定の一部の利益ではなく、広く全体の

利益を考慮します。

３．市民は、市政に関する意見を、自由な立場で、自由に述べます。

４．市民は、お互いの立場の理解に努め、異なる意見を尊重します。

案１、案２をベースに、どのような内容で策定するのが良いか審議をお願いします。



３．「市民の役割」（案）の策定（続き）
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（案２）……やや詳細な書き方

１．市民は、まちの主体であることに誇りと歓びを持って市政に参画し、自

主的かつ自発的に意見を述べるよう努めます。

２．市民参画にあたって、市民は、個人や特定の一部の利益のためでなく、みん

なの利益のために、誰もが暮らしやすい、より良い今治市を創ることを目標とし

ます。

３．より良い今治市を創るため、（※市と）市民は、「私」たちひとりひとりの

自由な意見を集め、話し合いの中で「私たち」みんなの意見を作ることを目指し

ます。

４．（※市と）市民は、自分と異なる立場の意見を否定することなく理解に努め、

お互いの意見を尊重し、民主的に市民参画を行います。

※ 市と市民で共通する事項もあるため、後段の「市の責務」と合わせ、「市民と市の
役割」として整理することも考えられる。



４．市の機関の役割、責務
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前回資料から再掲

•「市民参画を実施するにあたって、市の機関がどのような役
割を担い、何をする義務があるか。」

•「市民の役割」に対する「市の機関の役割」

•市民が市民参画で役割を果たすために、市の機関は何をしな
ければならないか。

•「市民が真ん中」の観点で、市民の声を市政に反映させるた
め、どういう姿勢で、何を大切にするべきか。



市の機関の役割、責務（他の自治体の例）
前回資料２より一部抜粋

• 明石市市民参画条例

第４条市長等は、市民に対して市民参画の機会を積極的に提供し、市民参画を推進するものとする。

２ 市長等は、市民に対して市政に関する情報を積極的に、かつ、分かりやすい形で提供し、市民との情報共有に努めるものとする。

３ 市長等は、幅広い市民の意見等を的確に把握し、市政に反映させるよう努めるものとする。

４ 市長等は、市政について適切かつ誠実に説明責任を果たすよう努めるものとする。

５ 市長等は、市民参画に関する調査及び研究を行うとともに、市民参画に対する市民の意識を醸成するよう啓発に努めるものとする。

• 高槻市市民参加に関する指針

２市

（１）組織としての対応

・市は、市民参加の取組に広範な市民が参加できるように、努力、工夫を行うものとする。

・市は、市民参加の取組が全庁的に推進されるように、各部局が情報を交換し、連携しながら市民参加の取組を進めるものとする。

・市は、職員研修などを通じて、職員の意識改革を促すとともに、市民参加に関する学習の場の提供に努めるものとする。

（２）市職員としての姿勢

・市職員は、市民参加の意義等について理解を深めるため、研修などを通じて、市民参加に関する学習の機会への参画に努めるものとする。

・市職員は、協働を通じて市民と交流することにより、市民参加によるまちづくりの推進に向け、自らの意識改革に努めるものとする。
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市の機関の役割、責務（前回まとめ）
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• 前回の意見交換結果（一班）
• 市だけが責任を負うの

ではなく、市も市民と

対等に話し合うこと。

• 担当者によって差が

あってはいけない。

• 市と市民が共に学び、

お互いに誠実・正直に。

• 「誰かのせい」ではな

く「みんなのせい」

• 経過や結果の公開を。

• わかりやすい言葉で。

• 市と市民の役割は共通。



市の機関の役割、責務（前回まとめ）
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• 前回の意見交換結果（二班） • 市は適切な情報提供を。

• どこかの部署だけでな
く、「全庁的に」。

• 市民参画の取組を全庁
的に共有することで参
画しやすくなる

• 縦割りの解消、横ぐし
を刺して、他の課の業
務をもっと知ること。

• 市の職員も市民である。
自分ごととして。

• 事業のアウトプットが
大事。複数回、いろん
な方法で。



市の機関の役割、責務（意見の整理）
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• 市と市民は対等に話し合うこと。

• 市職員も市民であり、市と市民の役割は共通である。

• 市と市民が共に学ぶこと。お互いに誠実であること。

• 「誰かのせい」ではなく「みんなのせい」にできるようにすること。

①市と市民との関
係性に関すること。

• 担当者、支所と本庁などの差によって、知識や問題意識に差があっ

てはいけない。

• 市役所や市職員も自分事として取り組むこと。

②市職員の意識に
関すること。

• 市民参画の意識を「全庁的に」共有すること。

• 縦割りや、どこかの部署の問題ではなく、「全庁的に」横ぐしをさ

して取り組むこと。

③市の組織の連携
に関すること。

• 市はわかりやすい言葉で、適切に、いろんな方法で情報発信するこ

と。

• 事業のアウトプットをすること。経過や結果を市民に公表すること。

④情報発信に関す
ること。



市の機関の役割、責務（ほかには…？）

他の自治体の制度に見られる文言など
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・市が市民参画に対して積極的な取り組みを行
うこと
・市民の意見を市政に反映させること
・調査研究
・市民参画の機会の提供
・市民の意見の醸成に努める

⑤市の取組に関する
事



市の機関の役割、責務（素案）
（素案）

１．市は、市民と対等な立場で、誠実に市民参画に取組みます。

２．市は、市政に対する市民の自由な発言を保証します。

３．市は、市民が積極的に市政に参画できるよう、市民参画の機会
の提供と、市民の意識の醸成に努めます。

４．市は、各部局が連携し、全庁的に市民参画を推進します。

５．市は、市民が市政について知り、判断し、参加することができ
るよう、市政に関する情報を、さまざまな手段を活用して、わかり
やすく発信することに努めます。また、市民参画の経過や結果につ
いても、適切に市民と共有します。

６．市は、全ての職員が市民参画の意義を理解し、市民と共に取り
組むことができるよう、研修などを通じて市民参画についての知識
と意識を深めます。

７．市職員は、それぞれが一人の市民の立場で、自由な立場で積極
的に市政に参画します。
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①市と市民との関
係性に関すること。
※「市民の役割」に関する
議論も反映

③市の組織の連携
に関すること

④情報発信に関す
ること。

②市職員の意識に
関すること。
（自分ごと）

⑤市の取組に関す
る事



市の機関の役割、責務

＜意見交換＞

•素案をベースに

•足りてない言葉、余計な言葉はないか

•今治らしさ
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５．市民参画の対象となる行政
活動の種類、範囲基準（導入）
• この委員会の目的は

「ハコ物」や大規模事業を決める前に市民の意見を聴く

ための制度づくり

• 市民が知らない間に新しい施設が建設されたり、大規模な事業が決定し

ていたりすることが問題である。

• 「大事なこと」の決定に、市民の意見が反映できるように。

「大事なこと」とは何か？ その規模は？
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Ｑ３．これまでの市の施策や事業などで、もっと市民の意見を反映させてほしいと思っ
たことはありますか。「ある」と答えた方の意見（概要）

• しまなみ海道の無料化や減免について。

• 新型コロナウイルス感染症対策に関すること。

• 医療、福祉、子育て支援などに関すること。

• 大学の誘致に関すること。

• サッカー場の建設や、陸上競技場の整備に関すること。

• 下水道や水道の整備や、水道料金に関すること。

• 旧郡部の活性化や観光振興に関すること。

• 障害のある方の生活や学習、就業支援に関すること。
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＜参考＞第一回資料
市民参画に関する市民アンケートの結果より



＜参考＞明治神宮外苑の樹木伐採問題（話題の提供）
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東京・明治神宮外苑地区の再開発
に伴う樹木の伐採計画。
都の審議会では承認されていたが、
公表後に計画見直しを求める5万
1536人分の署名が都に提出された。



＜参考＞大阪・関西万博ロゴ（話題の提供）
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大阪万博のロゴは一般の意見を基に選考委員会で選
考された結果、一番奇抜なものが採用された。
選考過程や一般の意見を集計した資料も、ホーム
ページで公開されている。
ネットの意見は「少し気持ち悪いが、テーマに合っ
ている」など、おおむね好評。
テーマ：「いのち輝く未来社会のデザイン」

ロゴを基にしたキャラクターも、同
様に一般の意見や選考過程がイン
ターネット上で公開されている。

公益社団法人２０２５年
日本国際博覧会協会事務局
https://www.expo2025.or.jp/

https://www.expo2025.or.jp/


市民参画の対象となる行政活動の種類（他市の事例）
（資料２参照）

他の自治体の制度で共通して見られる項目

・市政の基本的な計画の策定等

・市の基本的な方針や制度を定める条例

・市民に義務を課し、または権利を制限する条例の策定等

・市民の生活に大きな影響を及ぼすもの

……など

市民参画の対象となる事業の範囲基準を定めるべきか？

・対象人数、予算額、影響の範囲……など

＜意見交換＞フリートーク
・どのようなことを決める際に、市民の意見を反映させるべきか？

・どのくらいの規模であれば、市民参画を行うべきか？

・「これから生まれてくる次世代の子ども」「今治の応援者」「今治にご縁のある人」「今治を愛して
いる人」「今治にルーツがある人」などの納得も得られる形とは？
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第４回

市民が真ん中検討委員会
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794-0081 今治市別宮町１－４－１
今治市役所 市民参画課
市民が真ん中検討委員会事務局

電話 0898-36-1530 FAX 0898-32-5211（代表）
E-Mail seikatu@imabari-city.jp

E-Mail

次回は令和４年６月以降
の開催を予定しています。


